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研究背景・⽬的

⿊⽑和種における新たな改良形質に関する研究
研究期間：2013年〜現在

実験概要

結果と考察

研究背景
n ⿊⽑和種では霜降り（脂肪交雑）に重点を置いた改良が組織的に進められ、外国品種との差別化が図

られた。
n その結果、脂肪交雑は⼗分な⽔準に到達したが、代償として品種が有していた遺伝的多様性を減少さ

せることとなった。
n これからも消費者の⽀持を得るためには、脂肪交雑以外の形質も向上させていくことが⼤切で、改良

対象の拡⼤は遺伝的多様性の維持にも貢献する。

⽬的
n 改良が望まれる形質のうち、本研究では脂肪交雑の細やかさの程度（⼩ザシ）と融点を低下させ⼝溶け
の良い脂肪を作り出すモノ不飽和脂肪酸（MUFA）割合の遺伝的変異を推定し、改良対象としての有⽤
性を検討する。

n MUFA割合に関しては、測定⽅法の異なる2種を⽐較する。

データの概要
形 質 測定⽅法 測定数 平均±SD

⼩ザシ，個 画像解析 24,704 2.6 ± 0.5
MUFA割合，% ガスクロ 2,952 59.2 ± 3.6

近⾚外 18,570 63.2 ± 3.1

n 本研究では兵庫県産の⿊⽑和種である但⾺⽜のデータを⽤いた。
n ⼩ザシは⽜枝⾁撮影装置と⽜枝⾁画像解析ソフトウェアで⾃動解析し、ロース芯1 cm2当たりの細かな
（0.01〜0.5 cm2）脂肪交雑粒⼦の数として評価した。

n MUFA割合は、常法であるガスクロマトグラフィー法と、近⾚外光を利⽤した⾷⾁脂質測定装置による
簡易測定値の2種を⽐較した。

n データ分析のモデルには、出荷年、出荷
⽉、性、枝⾁市場、出荷⽉齢、近交係数、
個体、肥育農家、残差を考慮した。

n 変異の⼤きさは、多形質アニマルモデル
を適⽤したAI-REML法により推定した。

形質の遺伝率（対⾓）、遺伝相関（上三⾓）および表型相
関（下三⾓）

形 質 ⼩ザシ
MUFA割合

ガスクロ 近⾚

⼩ザシ 0.395 -0.062 -0.158
MUFA割合−ガスクロ -0.145 0.542 0.804

MUFA割合−近⾚ -0.090 0.467 0.450

n ⼩ザシおよびMUFA割合の遺伝率は、
中程度から⾼め（0.395〜0.524）で推
定され、改良に必要な遺伝的変異の存
在が確認できた。

n ガスクロと近⾚のMUFA割合は、真値
とその予測値に該当し、遺伝率の⼤き
さもその関係を反映していた。

n ガスクロと近⾚のMUFA割合間の遺伝
相関は⾼かった（0.804）。

結論
n 今回分析の対象とした3形質にはいずれも⼗分な遺伝的変異の存在が確認され、改良の対象となりうる

ことが明らかとなった。
n MUFA割合では、2つの測定法間に⾼い遺伝的関連性が確認されたことから、迅速に多検体の測定が可

能な近⾚外による簡便法を各地に展開していくことで脂肪質の改良が期待される。
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研究背景・目的

動物集団の遺伝的浮動の抑制に関する研究
研究期間：2020年～現在

実験概要

結果と考察

 動物の集団では，「ある時点」における集団の遺伝的構成（遺伝子頻度）をできるだけ変化させない
ように後の世代の集団を維持しなければいけない状況がある．

 たとえば，品種改良が行われている家畜集団で遺伝的構成の変化を抑制することは，「ある時点」
まで行われてきた遺伝的改良によって増加した好ましい遺伝子の頻度を維持する，すなわち，改良
された集団の遺伝的能力を維持することにつながる．

 また，生息域外保全の対象となっている捕獲野生動物集団において遺伝的構成の変化を抑制すること
は，「ある時点」で捕獲された集団が，その後，世代の経過とともに人工的な飼育環境へ適応し，
野生への再導入が困難になってしまうことを防ぐための手段の一つとして考えられている．

 本研究は，その「ある時点」の集団を構成する個体の間の血縁情報を利用して，後の世代における
遺伝的構成の変化を最小に抑えるための親の選抜方法（遺伝的管理法）を提案し，その効果を
コンピュータ・シミュレーションによって検証することを目的とする．

 MD法は，集団サイズが減少するとき，わずかであるがMC法よりも遺伝的構成を維持する

 MD法は，集団サイズが増加するとき，わずかであるがMC法よりも遺伝的多様性を維持する

要調査：遺伝子の初期頻度と変化量の共分散

 より現実的なシミュレーションによる調査が必要

・ 雌雄異体 ・ 染色体 ・ 非管理世代における選択（選抜） ・非管理世代における交配様式

・ 血統情報 ・ 集団サイズの変動パターン
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